
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

 

平成２１年 ６月 １５日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要： 
 現代社会において、国際化と地域化が、経済のみならず政治の領域においても進展する中で、

近代市民革命以来確立されてきた近代立憲主義、民主主義、基本的人権、国家および地方制度

などの理念および制度が変貌を迫られている。これらの日欧における変化について、国際共同

研究および国際シンポジウムの場を組織・研究を行い、成果を公表することができた。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2006 年度 1,400,000 0 1,400,000 

2007 年度 1,300,000 390,000 1,690,000 

2008 年度 700,000 210,000 910,000 

年度    

  年度    

総 計 3,400,000 600,000 4,000,000 

 
 
研究分野：憲法学 
科研費の分科・細目：公法学 
キーワード：憲法 立憲主義 民主主義 地方自治 国家論 議会制度 国際化 地域化  
 
１．研究開始当初の背景 
 本研究を開始するにあたっては、従来、個
別に存在した仏欧研究および日本研究を、日
仏若手研究者を中心に恒常的な相互交流の
場として再組織すべく、継続的研究テーマの
設定、共同研究・相互討論の場の確立の必要
があった。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、国際化・地域化の伸展が
近代国家とその存立の原理に与える影響を
研究し、個人を超える権力に関する新たな理
論と原理を検討するとともに、日仏共同の恒
常的研究・交流組織を確立することである。 
 

３．研究の方法 
日仏の研究者が、対等・平等な条件で、自

己の研究領域に関する知見を深めるととも
に、共同研究・相互討論を行うことにより、
研究課題を探求する。 
 当面は、共通言語は、フランス語を使用し、
研究成果は、フランス語によるものを正本と
し、日本語での成果発表も行う。 
 
４．研究成果 
日仏研究者が個別研究および共同研究を

行った結果、二度にわたる国際シンポジウム
を開催するとともに、日仏両語による出版物
2 点他を刊行した。 
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